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要旨 

 

 

近年では、大規模な個票データを用いたパネル・データ分析が広く行われるようになり

つつある。また、単一の調査データだけでなく、複数の調査データを接続したパネル・デ

ータを構築して分析を行うことも増えてきている。しかしながら、こうした調査データは

必ずしもパネル・データとして利用することを前提に整備されていないことが多い。 

このため、個票データを研究目的で利用する際には、個々の研究プロジェクトごとにデ

ータの状態の確認やデータ・クリーニングから開始しなければならない。とりわけ複数の

調査データを接続してパネル・データを構築する場合には、かなりの手間と時間を要する

ことになる。 

こうしたデータの整備作業は使用するデータに依存する部分が大きいものの、データに

関わらずある程度一般的に有用な処理も存在する。本稿は、比較的汎用性が高いと思われ

る処理についてまとめるとともにプログラム例を示すことで、今後の研究の用に供せんと

するものである。 
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